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小

泉

哲

也

小
泉
理
事
長

定
期
総
会
挨
拶

皆
様
、
本
日
は
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、

令
和
８
年
度
北
海
道
全
調
理
師
会
の

定
期
総
会
に
ご
出
席
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
ご

来
賓
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
本
会
の
活
動
に
格
別
な
る

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
近
年
の
調
理
師
業
界
は
、

社
会
環
境
の
変
化
や
人
手
不
足
、
物

価
の
上
昇
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の

一
方
で
、
北
海
道
産
食
材
の
魅
力
が

国
内
外
か
ら
注
目
を
集
め
て
お
り
、

私
た
ち
調
理
師
の
技
と
創
意
が
、
地

域
の
食
文
化
を
支
え
、
観
光
振
興
や

地
域
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
で
き
る

時
代
で
も
あ
り
ま
す
。

本
会
で
は
昨
年
度
、
調
理
師
全
道

研
修
大
会
、
各
ブ
ロッ
ク
、
各
支
部
の

研
修
会
な
ど
を
通
し
て
、
調
理
技
術

の
研
鑽
は
も
と
よ
り
、
次
代
を
担
う

若
手
人
材
の
育
成
や
、
地
域
に
根
差

し
た
食
育
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
道
産
ふ
ぐ
の
活
用
促

進
な
ど
、
北
海
道
な
ら
で
は
の
食
の

可
能
性
を
広
げ
る
取
り
組
み
も
進
め

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、

ひ
と
え
に
会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
と
、

関
係
各
位
の
ご
協
力
の
賜
物
と
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
の
総
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
今
後

の
方
針
や
事
業
計
画
に
つ
い
て
ご
審
議

い
た
だ
き
ま
す
。
引
き
続
き
、
調
理

師
の
社
会
的
地
位
の
向
上
と
、
食
の

安
全
・
安
心
の
確
保
、
そ
し
て
地
域

に
貢
献
で
き
る
組
織
と
し
て
の
発
展

を
目
指
し
、
会
員
一
同
、
力
を
合
わ

せ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

結
び
に
、
本
日
ご
出
席
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
開

会
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小泉理事長の
ご挨拶

❖
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司
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支
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史
（
帯
広
支
部
）

　
　
　
稲

垣

泰

英
（
帯
広
支
部
）

　
　
　
纐

纈

建
太
郎
（
帯
広
支
部
）

　
　
　
山

田

耕

平
（
帯
広
支
部
）

❖
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黒

羽

敦

支
（
札
幌
中
央
支
部
）

　
　
株
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会
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コ
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株
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会
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功
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表
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和
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年
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全
調
功
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表
彰

令
和
８
年
度

理事長表彰を授与された皆様 表彰状の授与
受賞者代表謝辞
山本 敦久 氏

定期総会の様子

定期総会の様子

５
月
13
日
（
水
）、
市
民
活
動
プ

ラ
ザ
星
園
大
会
議
室
に
お
い
て
「
令

和
８
年
度
定
期
総
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

本
田
卓
也
氏
の
司
会
進
行
に
よ

り
、
物
故
会
員
へ
の
黙
祷
の
後
、
葛

西
副
理
事
長
の
開
会
宣
言
に
よ
り
総

会
は
ス
タ
ー
ト
。
伊
藤
事
務
局
長
よ

り
、
本
日
の
出
席
者
数
（
委
任
状
を

含
む
）
は
、
定
款
第
18
条
第
１
項
に

定
め
ら
れ
て
い
る
定
足
数
を
上
回
っ

て
お
り
、
総
会
は
成
立
す
る
こ
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

小
泉
理
事
長
の
ご
挨
拶
の
後
、
ご

来
賓
の
北
海
道
保
健
福
祉
部
健
康
安

全
局
長
の
岡
村
様
よ
り
祝
辞
を
頂
戴

し
ま
し
た
。
議
事
は
、
議
長
の
安
藤

副
理
事
長
（
札
幌
中
央
支
部
）、
副

議
長
の
鈴
木
副
理
事
長
（
北
見
支

部
）
の
進
行
に
よ
り
、
審
議
さ
れ
、

提
出
さ
れ
た
第
１
号
議
案
か
ら
第
５

議
案
ま
で
全
て
の
議
案
が
可
決
と
な

り
ま
し
た
。

議
長
団
降
壇
の
後
、
山
崎
副
理
事

長
の
閉
会
宣
言
に
よ
り
約
１
時
間
の

定
期
総
会
は
滞
り
な
く
終
了
い
た
し

ま
し
た
。
定
期
総
会
終
了
後
、
同
じ

会
場
に
お
い
て
、
令
和
８
年
度
北
全

調
功
績
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
受
賞

者
の
永
年
の
努
力
を
讃
え
る
式
典
と

な
り
ま
し
た
。

定
期
総
会
後
の
懇
親
会
は
、
場
所

を
移
動
し
、
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
、
多
く
の
議
員
の
先
生

方
、
協
賛
商
社
の
ご
来
賓
を
お
迎
え

し
、
親
し
く
会
員
相
互
の
懇
親
の
場

と
な
り
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
一
般
社
団
法
人
北
海
道
全
調
理
師
会
日
時

２
０
２
６
年
５
月
13
日

場
所札幌

市
民
活
動

           

プ
ラ
ザ
星
園

定
期
総
会
開
催

（右）議長の安藤副理事長　
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